
建 設 業 にお け る 予 算設 定 の 意 義は 、 当 該 工 事 を 確実 に 採

算 化 す るた め に 算 定し た 原 価 情報 を 提 供 す る こ とで あ る

。広 義 の 予 算 に は 事 前原 価 計 算 が あ り、 見 積 原 価 計 算 、

予 算 原 価 計 算 、標 準 原 価計 算 の ３ つが あ る 。 建 設業 で は

工 事 を 適正 価 格 で 受 注で き る か 否か に か な りの 経 営 努 力

が 費 やさ れ る た め 事 前原 価 計 算 が重 視 さ れ る 。こ の う ち

予 算 原価 計 算 と は 当 該工 事 を 確 実に 採 算 化 す る た めの 内

部 原 価 算定 の こ と であ り 、 狭 義 の 予 算と い え る 。

積 算 上 の直 接 工 事 経費 と 完 成 工 事原 価 報 告 書 上の 経 費 の

相 違 点 は 、「 原 価 計 算 をす る 時 期 」と 「 対 象 範 囲 」の ２

つ で あ る 。積 算 上 の 直 接工 事 経 費 は 、実 行 予 算 作成 を 中

心 と す る 事前 原 価 計 算で あ り 、 工 事原 価 の 純 工 事費 の う

ち 、 直接 工 事 費 にお け る 工 事 経 費に 絞 ら れ る 。 一方 、 完

成 工 事原 価 報 告 書 上 の経 費 は 、 実 際工 事 原 価 の 測定 を 目

的 と す る事 後 原 価 計 算で あ り 、 直 接 工事 費 に お ける 工 事

経 費 の ほか 、 共 通 仮 設費 と 現 場 管 理費 も 含 ま れ る 。

＜ご注意＞

この解答は、株式会社建設経営サービス（KKS)が作成したもので、
試験機関による正式な採点結果を保証するものではありません。
あくまで解答例としてご利用ください。また、配点及び合格ライン
もKKSの予想です。本解答例の著作はKKSに帰属します。予告なく
内容を変更する場合があります。
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